
 
 

 

平 成 ２ ８ 年 度 事 業 報 告 

 

１ 主な経済動向 

（１）日本経済の動向 

昨年の日本経済は、雇用・所得環境改善の好循環が広がりつつある中、前半の新興国経済等

の海外経済の弱さや資源価格の低下の動きが一服したことなどにより、企業の業況感も改善を

みせ、生産面を中心に緩やかな回復基調が続きました。一方、企業の設備投資や個人消費とい

った支出面への波及は十分ではなく、また、物価についても、国内の賃金上昇による押上げ効

果を輸入品の価格押下げ効果が相殺し、横ばいの動きが続きました。 

 

（２）北海道経済の動向 

昨年の本道経済を見ると、需要面では、百貨店販売額が外国人観光客の消費の落ち込みなど

から減少となりましたが、スーパー等の販売額では堅調な動きとなりました。新車登録台数は、

軽自動車が増税の影響もあり、減少となりましたが、普通車が大幅な増加となりました。新設

住宅着工戸数も、税制改正の影響等により貸家が大幅な増加となり、総戸数でも増加となりま

した。また、北海道新幹線の開業や航空会社の就航路線の拡大などを背景に、国内外からの来

道者数が堅調に推移し、外国人来道者数は円高等の影響もあり増加率は低下したものの、引き

続き高い伸びとなっています。生産面では、鉱工業生産指数が資源国・新興国経済の低迷や円

高による輸出の減少などにより、前年と比べて減少しました。 

 

このような経済情勢の下、当工業会は、国や道、関係機関・団体、会員の皆様との連携を図

りながら、技術力向上対策事業や受注拡大対策事業など、本部事業や支部・業種別部会による

従来からの事業に加え、経済産業省や北海道からの委託業務等を積極的に受託し、事業を展開

して参りました。 

 

特に、道内ものづくり企業の自動車関連産業への参入促進や、ものづくり企業が必要とする

自然災害や模倣などに対するリスクマネジメント、最新の精密加工技術の動向といった事業に

積極的に取り組みました。更にものづくり産業の需要の新規開拓・拡大に向け、食関連産業と

の連携や今後の成長が見込まれる航空宇宙分野において、生産現場の課題やニ－ズに対応した

機械開発を促進するなどの取組を行うなど、会員企業をはじめとする道内機械工業とその関連

産業の発展に努めて参りました。 

 

 

 

 

 



 
 

Ⅰ．諸会議等 

 

会 議 名 開 催 日 内       容 

総会(定時) 平成２８年 ５月３０日 
・平成２７年度事業報告・収支決算報告の審議や、理事の選

任等 

理 事 会 

平成２８年 ５月１０日  

平成２８年 ５月３０日 

平成２９年 ３月３０日 

・平成２８年度定時総会提案事項等の協議 

・役員の改選 

・平成２９年度事業計画（案）及び収支予算（案）等の協議 

正 副 会 長 

会 議 

平成２８年 ５月１０日 

平成２８年 ９月１２日 

平成２９年 ３月 ３日 

 

平成２９年 ３月３０日 

・平成２８年度定時総会提案事項等の協議 

・（一社）みやぎ工業会との交流（仙台市） 

・国及び道の委託事業と来年度事業についての協議 

・道庁、北洋銀行、北海道銀行の派遣元との懇談会 

・平成２８年度決算見通し等の協議 

総務委員会 

平成２８年 ４月２７日 

平成２９年 ２月 ８日 

平成２９年 ３月２４日 

・平成２８年度定時総会提案事項等の協議 

・当面の諸課題等の協議 

・平成２９年度事業計画（案）及び収支予算（案）等の協議 

受 注 拡 大 

対策委員会 

平成２８年１０月１３日 

平成２８年１２月 ７日 

平成２９年 ２月１５日 

平成２９年 ３月３０日 

・ほっかいどう受発注拡大商談会（札幌市） 

・青函地域受発注拡大商談会ｉｎ函館（函館市） 

・ほっかいどう広域商談会ｉｎ東京（東京都） 

・平成２８年度事業報告及び平成２９年度事業計画案協議 

交 流 推 進 

委 員 会 

平成２８年 ６月２０日 

平成２８年１1月２８日 

 

平成２９年 ３月３０日 

・北海道バイオ工業会との交流懇談会 

・北海道バイオ工業会と合同で、北海道科学大学及び北海道

薬科大学との交流懇談会 

・平成２８年度事業報告及び平成２９年度事業計画案協議 

 



 
 

支部活動  
 

 
総 会 例会・役員会 講習会・講演会 視察会･見学会 その他 

 

 

札 幌 
 5/30 5/16、1/18  12/15 9/26～27、 

11/29～12/1 

 9/6 

交流会 

小 樽 

 6/21  11/18 

 

 

 

 

 

10/19 

小樽市共同開催 

1/21合同新年交流会 

3/1 小樽工業高等学校 

優秀卒業生表彰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校 

函 館 
 4/28 7/28 2/21～24 

 

 8/26 情報交換・懇親会 

10/15 交流会 

室 蘭 
5/11 4/7  12/7（後援） 

 3/13（後援） 

 3/24 

 3/22 10/21 ＱＣサークル 

室蘭大会(後援) 

苫小牧 
 4/14    4/14、10/20  10/19、  9/16 

交流会 

空 知 
 6/3  5/16、8/3、 

10/18 

   10/4～5   

旭 川 
 5/11  4/6  2/3  3/9～11  10/1  交流会 

北 見 
 5/9   

 

     2/17～18 溶接技能者 

  向上研修（後援） 

帯 広 

 4/22  4/13、4/22、 

 9/16、12/9 

 

2/23 

 

10/6～7  9/27 

 交流会 

釧 路 
 5/10 4/28、 10/25、11/8、 

11/28 

  8/19 納涼交流会 

2/4～5 工業展示会 

 

Ⅱ．技術力向上対策事業 

１．企業化支援事業 

(１) 自動車関連工業育成  

    ① 地場企業の自動車関連産業への参入を促進するためのコーディネート機能 

       ② 取引希望企業等への情報提供 

(２) 北海道プレス加工研究会 



 
 

    (地独)北海道立総合研究機構が中心となり、平成２０年度から開催している自動車産業

などへの参入を目指す地場中小企業を対象とした北海道プレス加工研究会に参加しまし

た。 

   ・日  時：平成２８年１２月８日 14:00～17:00 

   ・会  場：(地独)道立総合研究機構 工業試験場 研修室 

・内  容：セミナー「せん断加工の基礎と最新動向」 

 講師：神奈川大学 名誉教授 青木 勇 氏 

・参加者数： ２８名 

  

(３) 品質評価研究会への参加 

(地独)道立総合研究機構が中心となり開催している、ＱＣＤ対応力強化などを目指す地

場中小企業を対象とした、品質評価研究会に参加しました。会場を(地独)道立総合研究機

構工業試験場研修室とし、３回の実施で延べ９０名が参加しました。 

    ① 日  時：平成２８年８月２３日  10:00～15:00 

内  容：「品質トラブルの根本原因分析」 

           首都大学東京 産業技術大学院大学 教授 越水 重臣 氏 

    ② 日  時：平成２８年９月１５日  13:00～17:00 

     内  容：「信頼性の概要とデータ分析」 

             元富士ゼロックス(株)          島川 邦幸 氏 

    ③ 日  時：平成２８年１０月２６日 13:00～16:00 

     内  容：「安全と信頼性から考えるものづくり」 

           安信経営工学研究所        所長 柴田 義文 氏 

 

(４) 情報の収集提供及び業況動向調査の実施 

① 会報「明日を拓く」の発行 

年４回（６月号、１０月号、新年号、３月号） 

② 行政等の機械工業振興策などの各種情報を収集し、会報やメールマガジン等で随時会員

に提供しました。 

③ 業況動向調査 

会員企業の業況動向調査を実施（年４回）しました。 

   

２．各種技術セミナー 

(１) テ ーマ：北海道機械工業会 ＆ 日本機械学会北海道支部シニア会ものづくり技術セミナー

「ものづくり企業が必要とするリスクマネージメント」 

日  時：平成２８年１１月２９日（火） 

会  場：かでる２・７ ５２０研修室  

共  催：（一社）北海道機械工業会、（一社）日本機械学会 北海道支部シニア会 

後  援：経済産業省 北海道経済産業局、北海道 



 
 

参 加 者：６２名 

 

内  容： 

・講演１ 「破壊の基礎と事故事例」  

日本機械学会北海道支部シニア会会員 北海道大学名誉教授  野口 徹氏   

・講演２ 「ものづくりにおける模倣品対策」  

経済産業省製造産業局模倣品対策室 模倣対策専門官 弁護士 鷹野 亨氏 

   ・講演３ 「自動車部品業界版 BCP（事業継承計画）ガイドラインとものづくり企業 

への応用」     

日本政策投資銀行 北海道支店           次長 西山 健介氏      

・講演４ 「北海道機械工業会のものづくり企業支援事業」について（参入支援エキス 

パート制度などの紹介）   

   （一社）北海道機械工業会                 長尾 信一 

 

(２) テ ー マ：高度技術セミナ－ ～精密加工技術と周辺技術の最新動向とその応用～ 

日  時：平成２８年１２月１５日（木） 

会  場：京王プラザホテル札幌 

主  催：（一社）北海道機械工業会、室蘭工業大学      

後  援：北海道プレス加工研究会、（公社）精密工学会 北海道支部、 

（一社）日本機械学会 北海道支部、（公社）日本鋳造工学会 北海道支部、 

（地独）北海道立総合研究機構工業試験場 他 

参 加 者：６６名 

内  容： 

・講演１「ウォータジェットによる加工技術」          

室蘭工業大学 もの創造系領域機械航空創造系学科 教授 清水 一道 氏 

・講演２「最新鋭工作機械における高能率加工 -複合加工機を使用した最新加工技術-」 

ヤマザキマザック㈱ 営業本部営業統括部 マーケティング企画課 

 主幹 中島 昭彦 氏 

・講演３「精密加工を支えるバリ取り自動化技術の最新動向」   

㈱ジーベックテクノロジー       技術担当マネージャー 豊里 太祐 氏 

・講演４「５軸マシニングを有効に使うＣＡＭ技術と活用事例」 

北海道職業能力開発大学校 生産機械システム技術科  

職業能力開発教授 江守 真 氏 

 

３．第３０回北海道技術・ビジネス交流会  

・会 期 ：平成２８年１１月１０日～１１日（２日間） 

・会 場 ：アクセスサッポロ 

・交流会内容 ：交流商談会・技術情報展示会・ビジネスセッション 



 
 

・出 展 数 ：３５４社･機関（うち機械工業会会員出展２８社･機関） 

・入 場 数 ：２０,４１７名 

・実 施 団 体 ：北海道技術・ビジネス交流会実行委員会 

・構 成 団 体 ：北海道経済産業局、北海道、札幌市、北海道経済連合会、 

(公財)北海道科学技術総合振興センター、(一社)北海道機械工業会 等 

 

４．ＴＰＭ事業及びＱＣサークル大会 

（１） (公社)日本プラントメンテナンス協会(ＪＩＰＭ)と共催で、北海道地区｢ＴＰＭ交流会｣

を開催しました。 

・第１回北海道地区ＴＰＭ交流会および第 44回全国設備管理強調月間記念行事２０１６ 

開催日：平成２８年６月１６日（金）  

会 場：北海道建設会館  

参加者：２０社５０名 改善事例発表：７件 

・第２回北海道地区ＴＰＭ交流会 

開催日：平成２８年８月２５日（木） 

会 場：北海道立総合研究機構 工業試験場 研修室  

参加者：１５社(１９名) 

     ・第３回北海道地区ＴＰＭ交流会 

         開催日：平成２８年１１月２４日（木） 

 会 場：北海道立総合研究機構 工業試験場 研修室 

         参加者：１５社（１７名） 

     ・第４回北海道地区ＴＰＭ交流会 （見学会） 

         開催日：平成２９年３月２２日（水） 

 見学先：キリンビール千歳工場 

         参加者：１８社（２１名） 

 

（２） ＱＣサークル北海道支部大会へ参加しました。 

・第 5800回ＱＣサ－クル全国大会（札幌市）   改善事例発表１７０件 

平成２８年５月１９日～２０日（木・金） 

・第 5826回ＱＣサークル大会（千歳市）     改善事例発表 １７件 

平成２８年７月２２日（金）   

・第 5857回ＱＣサークル大会（室蘭市）    改善事例発表 １８件 

平成２８年１０月２１日（金）  

・第 5889回ＱＣサークル大会（札幌市）    改善事例発表 ３３件 

平成２９年１月２０日（金）  

 

５．産業技術開発促進事業 

    技術の向上等を図るため、本部、支部、部会がそれぞれ次表のとおり積極的に技術講習会、

講演会、セミナー、視察見学会等を開催しました。 



 
 

技術講習会 

実施区分 開催期日 テーマ 講 師 受講者数 

函館支部 
H29. 2.21 

～24 

能力開発セミナー「溶接科」

アーク溶接安全衛生特別教育 

道立函館高等技術専門学院 

非常勤講師 石黒 昌仁 氏 
３人 

室蘭支部 

 

H29.3.24 

 

ものづくりはひとづくり 

～地域創生と産学官交流の 

在り方～ 

室蘭工業大学 もの創造系領域 

機械航空創造系学科 

教授 清水 一道 氏 

  １５人 

苫 小 牧 

支 部 

 

H28.10.20 

 

移動工業試験場 
道総研情報システム部 

主任 浦池 隆文 氏 他 
３４人 

帯広支部 

 

H29. 2. 2 

 

クレーン床上(５ｔ未満) 

運転特別教育 

(株)楠茂建設 

代表取締役 楠茂 政則 氏 
  ２５人 

 

H29. 2.14 

 

研削砥石取替え特別教育 
(株)楠茂建設 

代表取締役 楠茂 政則 氏 
 １９人 

H29. 2.21 
粉じん作業健康障害除去 

特別教育 

(株)楠茂建設 

 代表取締役 楠茂 政則 氏 
１６人 

 

H29. 2.28 

 

移動式クレーン定期自主検査

安全教育 

(株)楠茂建設 

 代表取締役 楠茂 政則 氏 
  １０人 

 

H29. 3. 9 

 

天井クレーン定期自主検査 

安全教育 

(一社）日本クレーン教会北海道支部 

事務局長 和田 勝美 氏 
  ２８人 

鉄骨部会 

H28. 6.18 

～19 

建築鉄骨製品検査技術者 

学科講習会 

(株)北海道日建設計 

取締役 関 弘義 氏 他 
４３人 

H28.10.1 

～2 

鉄骨製作管理技術者 

受験対策講習会 

北海道科学大学 

准教授 前田憲太郎 氏 他 
６１人 

検査部会 

H28.4.21 

     ～22 

磁気レベル２（ＭＴ２） 

実技講習 

日鋼検査サービス(株) 

第二事業部 

主管 阿部 道也 氏 他 

９人 

H28.4.23 

     ～24 

浸透レベル２（ＰＴ２） 

実技講習 

(株)札幌インスペクション 

次長 中島 博之 氏 他 
３０人 

H28.5.10 

～15 

超音波レベル１（ＵＴ１） 

実技講習 (株）札幌工業検査  

課長 永井 克典 氏 他 

４人 

超音波レベル２（ＵＴ２） 

実技講習 
１８人 



 
 

H28.7.7 

     ～8 

磁気レベル２（ＭＴ２） 

事前トレーニング 

日鋼検査サービス(株) 

第二事業部 

主管 阿部 道也 氏 

 ７人 

H28.7.9 

～10 

浸透レベル２（ＰＴ２）   

事前トレーニング 

(株)札幌インスペクション 

代表取締役 二口 滋啓 氏 
１７人 

H28.7.12 

～14 

超音波レベル２（ＵＴ２）  

事前トレーニング 

(株)札幌工業検査  

課長 永井 克典 氏 
１１人 

H28.8.23 

     ～24 

磁気レベル２（ＭＴ２）   

学科講習 

日鋼検査サービス(株) 

第二事業部 

主管 阿部 道也 氏 

１２人 

H28.8.25 

     ～26 

浸透レベル２（ＰＴ２）   

学科講習 

(株)札幌インスペクション 

代表取締役 二口 滋啓 氏 
１５人 

H28.8.30 

～31 

超音波レベル２（ＵＴ２）  

学科講習 

(株)札幌工業検査  

課長 永井 克典 氏 
２２人 

 
磁気レベル２（ＭＴ２）   

実技講習 

日鋼検査サービス(株) 

第二事業部 

主管 阿部 道也 氏 他 

１０人 

H28.10.20 

      ～21    

浸透レベル２（ＰＴ２） 

実技講習 

(株)札幌インスペクション 

次長 中島 博之 氏 他 
１６人 

 

H28.10.25 

      ～28 

 

超音波レベル２（ＵＴ２）  

実技講習 

(株)札幌工業検査  

課長 永井 克典 氏 他 
１８人 

H28.12.13 

    ～15 

超音波レベル２（ＵＴ２） 

事前トレーニング  

 

(株)札幌工業検査 

 課長 永井 克典 氏 

 

１３人 

H28.12.19 

 ～20 

磁気レベル２（ＭＴ２） 

事前トレーニング 

日鋼検査サービス(株) 

第二事業部 

主管 阿部 道也 氏 他 

 ５人 

H28.12.21 

 ～22 

浸透レベル２（ＰＴ２）   

事前トレーニング 

日鋼検査サービス(株) 

第二事業部 

主管 阿部 道也 氏 他 

８人 

H29.1.24 
磁気レベル２（ＭＴ２） 

実技講習 

日鋼検査サービス(株) 

第二事業部 

主管 阿部 道也 氏 他 

７人 

検査部会 H28.10.18 

～19  

 



 
 

H29.1.26 

～27 

浸透レベル２（ＰＴ２） 

実技講習 

（株)札幌インスペクション 

次長 中島 博之 氏 他 
１８人 

 

 

H29.1.31 

～2.3 

超音波レベル１（ＵＴ１） 

実技講習 
(株）札幌工業検査  

課長 永井 克典 氏 他 

３人 

超音波レベル２（ＵＴ２） 

実技講習 
１０人 

H29.2.21     

～22 

磁気レベル２（ＭＴ２）   

学科講習 

日鋼検査サービス(株) 

第二事業部 

主管 阿部 道也 氏 

５人 

H29.2.23 

     ～24 

浸透レベル２（ＰＴ２）   

学科講習 

(株)札幌インスペクション 

代表取締役 二口 滋啓 氏 
５人 

H29.2.28 

～3．1   

超音波レベル２（ＵＴ２）  

学科講習 

(株)札幌工業検査  

課長 永井 克典 氏 
２０人 

検査部会 

鉄骨部会 
H29.3.3 

技術講習会 

トコトンやさしい超音波探傷

基礎講座 

ＮＤＩ  ＪＡＰＡＮ．ＣＯＭ  

代表 谷村 康行 氏 
４０人 

技術講習会等合計 ３４回 ５７７人 

 

講演会・セミナー 

実施区分 開催期日 テ ー マ 講   師 受講者数 

本  部 H28. 5.30 

ものづくり技術の向上と受注 

拡大のカギを握る「ものづく 

り連携グル－プ」による取組 

(独法)中小企業基盤整備機構 

北海道本部 経営支援部長 

   松 尾  一 久 氏 

１１２人 

小樽支部 H28.11.18 

北海道各地のモノづくりを 

取材して－道内のこの会社こ

の地域－ 

日刊工業新聞社 札幌支局 

支局長代理 山岸 渉 氏 
１４人 

室蘭支部 

H28.12. 7 

文章の伝達効率を高める 

「文章作成能力向上セミナ

ー」 

北海道生産性本部 

松岡 直人 氏 
          ２２人 

H29. 3.13 

より良い人間関係を築く 

「話し方・聴き方実践セミナ

ー」 

北海道生産性本部 

松岡 直人 氏 
１０人 

検査部会 



 
 

苫 小 牧 

支  部 
H28. 4.14 

「やらされ感」から現場力は

生まれない 

マナスル登山隊、南極越冬隊、 

元隊員  高橋 嘉彦 氏 
２７人 

旭川支部 H29. 2. 3 生活習慣病予防の食事 
市立旭川病院 栄養給食科 

吉住 由花子 氏  
 ２５人 

帯広支部 H29. 2.23 
「5S活動からはじめる現場の 

カイゼン」事例発表  

㈱有働鉄工所 社長 有働孝弘 氏 

河合鉄工㈱ 社長 河合武洋 氏 

東洋農機㈱ 部長 森田敦年 氏 

  ３９人 

釧路支部 

H28.10.25 水素社会の実現に向けて 
釧路工業技術センター 

主任 土居 幹生 氏  
２７人 

H28.11.8 
くしろ高専新卒およびＵター

ン者採用と地元定番セミナー 

(株)ラコンテ 

東  忠志 氏  
２７人 

H28.11.28 
ベトナムへの事業展開で活路

を見出す独立自尊経営の実践 

(株)すずき 

代表取締役 鈴木 新一 氏 
２６人 

自動車関

連部会 
H28.12.2 

「職場で活かす怒りの対処術 

～アンガーマネジメント」 

office エトス  

代表 岡本 真なみ 氏 
３５人 

 

 

電機電子

部 会 

 

 

H28.5.23 情報交換会 北海道経済産業局  １５人 

H28.7.19    〃 北海道 経済部 
 

２１人 

H29.2.24    〃 北海道経済連合会 
 

１６人 

電機電子 

部 会 

機械製缶 

部 会 

表面処理 

部 会 

H28.12.5 

「地方創生」「地域経済分析シ

ステム(RESAS:リーサス)」の

最新情報 

 

経済産業省北海道経済産業局 

総務企画部 企画調査課 

調査員 

実吉 秀倫 氏、秋林 寛 氏                        

 

３４人 

講 演 会 

合  計 
１５回 ４５０人 

 



 
 

視察会、見学会 

実施区分 開催期日 視 察・見 学 先 
参加者 

人 数 

本 部 
H28.10.22 

   ～30 

メキシコ及び米国視察会(メキシコシティ・グアナファト・アグ

アスカリエンテス・ダラス） 

JETRO MEXICO、MAZDA MEXICO、NIPPONSTEEL & SUMIKIN PIPE、  

JATCO MEXICO、EXEDY DYNAX MEXICO、KITAGAWA MEXICO 

グアナファト現地企業情報交換会（H28.10.25） 

アグアスカリエンテス現地企業情報交換会（H28.10.27） 

 

 １５人 

 

小 樽 支 部 H28.10.19 
(苫小牧地区) 

(株)松本鐵工所、トヨタ自動車北海道(株) 
 ２０人 

室 蘭 支 部 H29. 3.22 
（苫小牧地区） 

苫小牧バイオマス発電(株)、(株)Ｊファーム苫小牧 
 １８人 

苫小牧支 部 H28.10.19 

（千歳・苫小牧地区） 

フジッコ(株)北海道工場（ヨーグルト、惣菜工場）、 

北海道電力(株)南早来変電所 

 １９人 

空 知 支 部 
H28.11. 4 

    ～5 

（室蘭地区） 

新日鐵住金(株)棒線事業部室蘭製鐵所、ＰＣＢ処理施設 
１２人 

旭 川 支 部 
H29. 3. 9 

 ～11 

（石川県） 

コマニー(株)、中村留精密工業(株)、北都鉄工(株) 
  １３人 

帯 広 支 部 
H28.10. 6 

～ 7 

（旭川地区） 

(株)カンディハウス、(株)エフ・イー、北方建築総合研究所 
  １２人 

表面処理部会 

H28. 8. 5 
（恵庭地区） 

(株)三英社製作所 
    ４人 

H29.3. 9 

  ～10 

（福岡県） 

(株)正信、石川金属工業(株)、藤井精工(株)、他 
    ８人 

機械製缶部会 

H28.9.26 

～27 

（空知地区） 

(株)夕張ツムラ、北日本精機(株)、ソメスサドル(株) 

（札幌支部合同開催） 

  １０人 

内札幌支部    

（９人）            

H28.11.29 

～12.1 

（青森地区） 

アルバック東北(株)、(株)橘機工、鍛冶工房鉄工房アール 

（電機電子部会・札幌支部合同開催） 

 １０人 



 
 

電機電子部会 
H28.11.29 

～12.1 

（青森地区） 

アルバック東北(株)、(株)橘機工、鍛冶工房鉄工房アール 

（機械製缶部会・札幌支部合同開催） 

   ５人 

自動車関連部会 

H28.5.17 

～21 

（フィリピン共和国、マニラ／セブ） 

・TOYOTA MOTOR PHILIPPINES CORP. (TMP) 

・PHILIPPINE AUTO COMPONENTS, INC. 

・TSUNEISHI HEAVY INDUSTRIES (CEBU), INC. 

１７人 

H28.9.15 

～16 

（釧根地区） 

・㈱ニッコー、 

・㈱昭和冷凍プラント、 

・JA浜中(酪農技術ｾﾝﾀｰ) 

 １７人 

検査部会 

     

H28.12.6 

～11 

（ベトナム） 

・出光興産㈱ ハノイ事務所 

・ＪＥＴＲＯ ハノイ事務所 

９人 

視 察 会 等 

合 計 
１５回  １８９人 

 

技術講習会等  

総     計  
       ６４回  １ ,２１６人  

 

Ⅲ．受注拡大対策 

 １．広域商談会等の開催 

会員企業の受発注を拡大するため、「ほっかいどう受発注拡大商談会」を開催しました。 

主 催： (一社)北海道機械工業会 

(公財)北海道中小企業総合支援センター 

 
（ 1）道内開催  
 

第 １ 回 第 ２ 回 

開 催 日 平成２８年１０月１３日(木) 平成２８年１２月７日(水) 

場   所 札幌市(札幌全日空ホテル) 
函館市(フォーポイントバイシェ

ラトン函館) 

後   援 

北海道経済産業局、北海道 他 

札幌市、札幌商工会議所 他 
函館市、函館商工会議所、 

(公財) 函館地域産業振興財団他 

参加企業 
発注企業 

受注企業 

４２社（内会員 ６社） 

６５社（内会員３０社） 

１７社（内会員 ２社） 

３５社（内会員１１社） 



 
 

商 談 件 数 ２５０件   ９８件 

結 

果 

取引の可能性あり 

取引の可能性なし 

２１３件 

３７件 

 ８７件 

 １１件 

 

（２）首都圏開催 

 
第 １ 回 

開 催 日 平成２９年２月１５日(水) 

場   所 東京都(東京国際フォーラム) 

後   援 

北海道経済産業局、北海道 他 

東京商工会議所 

参加企業 
発注企業 

受注企業 

１６社（内会員 ０社） 

１９社（内会員１３社） 

商 談 件 数 ８７件 

結 

果 

取引の可能性あり 

取引の可能性なし 

６７件 

２０件 

 

２．北海道自動車産業集積促進協議会への参画 

道内企業の自動車関連産業への参入促進を図るため、当協議会に参画し、共同事業の実施や

運営協力を行いました。 

 

３．その他の事業 

（１）ホームページの整備 

ＩＴ化に対応し、機械工業会が取り組む事業の周知等を図るため、随時、機械工業会の

ホームページの整備更新を行いました。 

（２）メールマガジンの発行 

機械工業会会員企業をはじめ関係機関、団体等に対し、メールマガジンを随時送信し、

ものづくり関連の企業経営に役立つと思われる幅広い各種情報や、機械工業会が取り組む

事業の情報などを提供しました。 

 

Ⅳ．交流推進事業 

 １．（一社）北海道バイオ工業会との交流事業 

北海道バイオ工業会は、バイオ工業に関連する技術動向の情報収集や提供のほか、研究環境

の整備に関係する調査等に積極的に取り組んでおり、（一社）北海道バイオ工業会との交流を深



 
 

めるため、会員企業の施設等を視察し、その後、交流懇親会を実施しました。 

 

 ２．北海道科学大学及び北海道薬科大学との交流事業 

北海道科学大学は、地域に密着した寒冷地特有の技術開発などに貢献され、技術相談や共同

研究等の産学連携にも積極的に取り組んでおり、（一社）北海道バイオ工業会と合同で、北海道

科学大学及び北海道薬科大学の研究施設の視察および交流懇親会を実施しました。 

 

Ⅴ．人材確保対策事業 

北海道産業人材育成連携協議会に参画し、協力を行いました。また、札幌商工会議所主催

の「ものづくりスペシャリスト表彰」の取組に協力しました。 

 

Ⅵ．労働管理意識の高揚 

労務管理等に関する各機関・団体等が実施する研修会やセミナー等の情報を、会報やメー

ルマガジン等により、随時会員に提供しました。 

 

Ⅶ．異業種交流活動の促進 
 

機械工業会に事務局を置いている異業種交流団体の活動 

団    体    名 会議・会合名 開催期日 

ＴＣプラザ’２１ 

総  会 

例  会 

視 察 会 

5/27 

7/15、3/11 

10/25～10/26 

 

Ⅷ．経営革新等支援機関の認定 

    北海道におけるものづくり産業の振興を目的として、平成２７年７月３日、経済産業省北海道

経済産業局、北海道及び当会との３者で「連携と協力に関する協定書」を締結しました。 

この協定書に基づき、当会では、経済産業省に対して「経営革新等支援機関」の認定申請を行

っていましたが、平成２８年８月３０日付けで認定を受けることが出来ました。技術系の団体で

経営支援が可能となる団体は全国でも初めてです。２８年度は、２件の「ものづくり補助金」に

係る申請支援に取り組み、いずれも採択されました。 

 

〈 支援企業 〉 

・北海道内田鍛工株式会社（栗山町） 

・北海バネ株式会社(小樽市)  

    



 
 

Ⅸ．経済産業省委託事業の実施 

１．事業名：平成２８年度地域中核企業創出・支援事業（ネットワーク型） 

（一次産業支援ロボットＷｉｎＷｉｎ成長モデル構築事業） 

委託期間：平成２８年６月１日～平成２９年３月３１日 

 

 

（１）事業の目的 

本道の基幹産業である一次産業や食品加工分野において、従事者の高齢化や少子化を背景

とした労働力人口の減少により従事者確保が困難となっているほか、消費者ニーズの多様化

により作業工程が多岐化する等、作業の省力化、生産性向上が課題となっています。このた

め、農業、水産業、食品加工業の各現場のニーズを的確に捉えた支援ロボットの開発・導入

を目指し、中核となるものづくり企業の創出、連携、および支援体制のネットワーク化を促

進するものです。 

 

（２）事業の概要 

① 中核となる地域の支援対象企業の発掘 

企業ヒアリング（２０社）を行い、企業の保有技術シーズ、産業支援機関との共同開発

の可能性を調査しました。その結果を、中核となる一次産業支援ロボット製造企業の発掘

に役立てました。 

② 分野別・事業別企業支援のための調査 

     ア．国内における一次産業支援ロボットの技術・開発動向や計測・認識装置、駆動装置、

システムなどの周辺技術情報を収集・分析し、更に道内外における一次産業支援ロボッ

トのニーズ、導入事例、市場動向に関する調査を外部機関に発注し、報告書としてまと

めました。 

      イ．北海道と漁獲種、生産種が近い「東北地域（青森県、岩手県）」での市場動向、地元

企業との連携の可能性、漁協等ユーザーのニーズ調査などを行いました。 

 

③「一次産業支援ロボット製造企業支援ネットワーク」形成に係る検討会議の開催 

      一次産業支援ロボット製造分野での中核となる企業を発掘するとともに、各企業への支

援のネットワークを形成するため、産業支援機関（道総研、地域支援機関）、業界団体（北

農工、道食産協）等のメンバーによる検討会を２回開催しました。 

 

④ 開発・導入促進セミナーの開催 

      一次産業支援ロボットの開発・導入促進セミナーを２回開催しました。第１回目は９月

に「水産業・食品加工ロボットの最前線」をテーマに開催しました。第２回目は２月に「北

海道を支える農業・食品加工を支えるロボット」をテーマに開催しました。両セミナーを

合わせて約２５０名の参加となりました。 



 
 

 

以上から、収穫・加工機械の製造企業の取組・開発事例などについて広く情報発信する

ことにより、一次産業支援ロボット分野への地元企業の参入を喚起・促進し、企業群の層

を厚くし、企業間連携促進、更には、製品高度化、事業展開支援に繋げていくことが可能

となりました。 

 

（３）成果 

     ・中核となるプラットフォーム形成のための連携体制の基礎が構築され、道内外での一次産業

支援ロボットの開発分野別、事業別の技術連携の動向把握ができました。 

・道内でロボットを開発し導入していくためのニーズ、技術展開方法が明らかになりました。 

・企業発掘、周辺技術調査、セミナー、検討会議などから支援ネットワークが形成されました。 

 

 

２．事業名：平成２８年度地域中核企業創出・支援事業（ネットワーク型） 

（東北、北海道連携による航空機産業分野ﾈｯﾄﾜｰｸ基盤の形成・促進事業） 

委託期間：平成２８年６月２３日～平成２９年３月３日 

 

（１）事業の目的 

       航空機産業分野への新規参入企業の発掘・支援を通じて、北海道地域におけるネットワー

クの形成に向けた基盤整備を行うことにより、東北・北海道連携による民間航空機部品等の

需要に即応するサプライチェーンの構築を目指すものです。 

 

（２）事業の概要 

① 参入企業の発掘及びセミナー・相談会の開催 

     ア．航空機産業分野への新規参入を目指す企業を発掘するためのヒアリング調査の実施 

＜28社＞ 

     イ．参入セミナー及び参入相談会 

        【第１回】日程：平成 28年 9月 26日(月) ＜札幌市内＞ 

       講演 1：「国内航空機産業の拡大に向けて」 

前 三菱航空機（株）        社長 川井 昭陽 氏 

       講演 2：「航空機産業における取引の特徴と参入事例について」 

山形大学人文学部法経政策学科 准教授 山本 匡毅 氏 

        【第２回】日時：平成 29年 2月 2日（木） ＜室蘭市内＞ 

       講演１：「大空に夢をかけた中小企業の挑戦」 

            Japan Aero Network㈱          COO 五十嵐 健 氏 

       講演２：「中小企業が参入を考えるうえで大切なこと～参入事例から学ぶ」 

            (株)橘機工           代表取締役社長 橘 賢志 氏 

 



 
 

② 国際航空宇宙展(JA2016)への共同出展・ビジネスマッチング支援 

        東京ビッグサイトで開催された同展示会に東北各県と共同で出展し、北海道から初めて

５社が出展しました。 

エスイーシー〔函館市〕、㈱ＦＪコンポジット〔千歳市〕 

㈱ＤＢＣシステム研究所〔小樽市〕、㈱キメラ〔室蘭市〕、㈱永澤機械〔室蘭市〕 

 

③ 専門家派遣高度化支援 

実際の参入に向けて乗り越えるべき品質管理システム等の高度化や特殊工程等の認証取

得、域内企業間のアライアンス組成等に関る課題についてコ－ディネート支援等を実施し

ました。 

 

④ 海外企業への販路開拓基盤の整備 

国際航空宇宙展(JA2016)において、出展企業による海外企業と面談を実施しました。 

 

（３）成果 

      国際航空宇宙展（JA2016）の会期４日間で、東北・北海道ブースには約 4,600名が来場。 

他企業の技術把握、交流・連携に寄与しました。 

 

 

 

 

Ⅹ．北海道補助事業等の実施  

１．事業名：参入支援チーム活動促進事業 

実施期間 平成２８年７月５日～平成２９年３月１３日 

 

（１）事業の目的 

        本事業は、北海道が実施する「参入支援事業」の一環として「参入支援チーム活動促進事

業」として行うもので、本道企業が自動車・食関連機械分野への参入を促進するため、参入

を目指す企業の個別課題解決への支援や最新技術の導入促進を通じ、道内企業のＱＣＤ（品

質、コスト、納期）対応力強化を図るとともに、道内外の企業とのマッチングを図ることを

目的とします。 

        自動車関連分野では、道内企業のＱＣＤ対応力等の強化や先端技術の導入促進に取組み、

道内調達率の増加など参入が進みつつあり、この取り組みにより培った技術・ノウハウを活

用し、食関連機械分野への参入の可能性も十分あることから、こうした自動車分野への参入

の手法を、食関連機械分野へと対象を広げ、道内主力産業群の技術力の高度化や課題解決に

よるレベルアップを連動させながら図っていくこととします。 

 



 
 

（２）事業の概要 

本支援制度では参入支援を目指す道内企業の個々の案件に応じて、自動車関連産業や道内

ものづくり産業に精通し、関連技術の目利きができる「参入支援マネージャー」と自動車関

連企業ＯＢなどの各分野の技術専門家で構成する「参入支援エキスパート」がチームとなっ

て課題解決に向けた企業の取り組みを、戦略的かつきめ細やかに支援します。 

① 地域相談会の開催 

自動車・食関連機械分野への参入をテーマに、地域の企業の課題に係る個別相談会を開

催し、新規参入を目指す企業の掘り起こしや個別課題を把握しました。 

      今年度は、苫小牧地区、旭川地区、札幌地区での関連セミナーとエキスパートによる相

談会を開催し、必要に応じて企業訪問を行い、必要な案件はエキスパートの派遣による

フォローアップを行いました。 

 

② 個別指導 

本支援制度では、連携支援マネージャーと各技術分野の専門家である「参入支援エキス

パート」で構成する「参入支援チーム」を企業現場に派遣して、継続的に一貫して課題解

決方策などのアドバイスを行いました。派遣にあたっては、企業からの様々な技術ニーズ

をマネージャーが整理した後、的確な技術を有したエキスパートが選任され、直接企業の

現場に出向き、ＱＣＤ対応力や技術・製品開発力の強化、更には発注企業へのアプローチ

力の強化、自動車関連産業あるいは食関連機械分野への参入促進などの技術力の強化につ

いて技術指導を行いました。 

今年度は８名の参入支援エキスパート（専門分野は生産管理、品質管理、原価管理、金

属材料、製品開発、機械設計、物流、改善マネージメント）により現場指導を行い、生産

性アップ、品質管理能力の向上、ムダ取りコスト改善、新規技術開発などの成果を積み上

げました。  

 

（３）成果 

ＱＣＤ対応力の向上に対応する８名の参入支援エキスパートを選任し、企業１5 社１7 課

題 112回の技術指導を行いました。このうち食関連機械企業は２社２課題でした。地域相談

会も含め、指導は継続的に行われ、新たな企業も参加し、そのほとんどの企業が全社一体の

取組を行うようになり、その結果、参入のための原価管理の向上、５Ｓによる工程の改善、

品質管理の徹底、新製品の開発などに多くの成果が得られました。 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

（４）参入支援チーム派遣実施状況   （五十音順で記載） 

 企 業 名 分 野 支 援 の 概 要 

１ 旭川機械工業(株) 

生産管理 整理整頓と工程改善による企業体質改善 

食関連機械 食関連機械の新製品開発のための財務改善 

2 阿部鋼材（株） 原価管理 原価管理の社内統一化による営業力強化 

3 (株)ＨＪＡ 現場改善 生産管理をテーマーに「生産計画の見える化」 

4 オーエスマシナリー(株) 機械設計 自動車部品用生産機械の設計指導 

5 (株)オノデラ 現場改善 多能工化の推進と生産計画の見える化 

6 共和鉄工(株) 現場改善 金型鋳造による新規製品の製造条件の最適化 

7 佐藤鋳工(株) 生産管理 生産フロー図の作成と見える化による現場改善 

8 (株)産鋼スチール 生産管理 生産管理計画についての実施状況管理の活用 

9 ショーワ(株) 製品開発 新規事業に向けた商品開発 

10 (株)ナカガワ工業 製品開発 新製品開発のための社内経営資源の活用法 

11 富士屋鉄工(株) 現場改善 コスト改善のための工場内レイアウトの改善 

12 ホクダイ(株) 鋳造技術 品質向上のための金型方案の改善 

13 (株)前田電機製作所 生産管理 原価管理のための小集団改善活動 

14 (株)マルキンサトー 

生産管理 生産性向上のための稼働率の評価指標の活用 

物 流 切り板物流コスト削減と効率化 

15 旭川計量機(株) 食関連機械 農作物検査手法の検討 

 

 

 



 
 

 

２．事業名：次世代自動車拠点化推進事業   

実施期間 平成２８年７月２７日～平成２８年１１月３０日 

 

（１）事業の目的 

「ラリ－北海道２０１６」と連動して、来場する若者をはじめ広く一般道民に対し、本道

ものづくり産業が持つ次世代自動車関連技術等を分かり易く発信し、道民のものづくり産業

に対する理解の促進に努め、将来の人材育成を図ります。また、国内外の自動車関連企業関

係者等に対し、本道の立地環境や地場企業の高い技術力、対応力などを広くアピ－ルし、道

内企業の自動車産業への参入機会の拡大を目指すものです。 

 

（２）事業の概要〈具体的な取組〉 

① 次世代自動車や自動走行に係る関連技術等の展示 

    ・北海道初の寒冷地向けＥＶ車「ネイクル」の実物展示とその仕様や構造等を解説したパ

ネル展示や冊子資料の設置 

・ＥＶ車や燃料電池車などの次世代自動車関連技術を解説したパネル展示や冊子資料の設

置 

・自動走行に係る DVDの放映 

・水の電気分解の実験装置の紹介 等 

② 北海道自動車産業の紹介    

・道内の自動車産業集積状況を紹介したパネル展示や冊子資料の設置 

・ものづくり企業で働く若者や女性のメッセ－ジを記載したパネル展示や冊子資料の設置 

③ その他ものづくり産業の PR    

・協力企業・団体等が有する自動走行技術の紹介やものづくりのＰＲ用 DVDの放映 

・北海道科学大学の協力の下、子供向けの教材を活用したものづくりの体験 

   （風船とＣＤ－Ｒを使用したホバークラフトの作成） 

 

（３）成果 

来場した子供(親)や若者などを対象にアンケ－ト調査を実施し、ものづくりに対するイメ－ジや体

験後の感想などを聞き取りました。この結果は、当会の会員企業に情報提供し、今後の職場環境の

改善や採用活動の参考にしていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

３．事業名：航空宇宙産業参入可能性調査事業 

実施期間 平成２８年７月２７日～平成２９年３月３１日 

 

（１）事業の目的 

今後の成長や高付加価値が期待される「航空宇宙」関連分野への、道内のものづくり企業の参

入に向け、発注部品や参入可能な道内企業等の掘り起こしなどの調査を行うものです。 

 

（２）事業の概要 

① 道外企業や業界団体等への調査 

ア．郵送調査・ヒアリング＜道外企業＞ 

・全国のクラスター参画企業等を対象とした、受注部品や参入経路・課題、道内企業との連

携の関心度等についての郵送調査 （240社へ実施。回答数43社） 

         ・回答企業へヒアリングの実施（11社） 

イ．ヒアリング＜業界団体＞ 

・（一社）日本航空宇宙工業会、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）、（一財

）日本航空機開発協会の３団体から市場や業界の動向、企業の参入成功事例等の聞き取

り 

 

② 参入可能な道内企業や大学の研究シーズの掘り起こし 

ア. 郵送調査・ヒアリング＜道内企業＞ 

・道内ものづくり企業を対象とした航空宇宙分野に係るに認識状況、参入意欲、参入に当た

っての自社課題等についての郵送調査（413社 回答数102社） 

         ・回答企業へヒアリングの実施（23社） 

イ. 大学研究シーズ郵送調査 

・道内理工系大学、高専の15校を対象とした事業化の可能性に係る研究シーズの掘り起こし

のための郵送調査（15先 回答は全数） 

 

③ 生産現場視察会 

         ・航空宇宙分野に参入している道外企業への視察会 

（視察先：秋田県内企業3社、道内から10社参加） 

 

（３）成果 

業界動向の把握、道内企業の参入に向けた課題の洗い出し、参入済み道外企業の取組経

過・課題等を把握することが出来ました。



 
 

４．事業名：「ものづくりなでしこ」参画促進事業 

実施期間 平成２８年７月２７日～平成２９年３月３１日 

 

（１）事業の目的 

道外や製造業以外への流出割合の高い女性の理系人材（大学生・高専生・工業高校生「いわ

ゆるリケジョ」）等を対象として、女性のものづくり企業への就業を促進するものです。 

 

（２）事業の概要（具体的な取組） 

① 工場見学会の実施 

ア．北海道旭川工業高等学校 

  日時 ： 平成２９年２月６日（月） ８：３０～１７：３０ 

  見学場所： ㈱ＨＪＡ（旭川市）、㈱デンソー北海道（千歳市） 

  参 加 者： 自動車学科 １年生３９名（うち女子１名）、教員４名 

イ．北海道苫小牧工業高等学校 

  日時 ： 平成２９年２月２７日（月） ８：４５～１６：００ 

  見学場所： ＪＸエネルギー㈱室蘭製造所（室蘭市）、㈱キメラ（室蘭市） 

  参 加 者： 環境化学科 １年生４０名（うち女子５名）、教員２名 

ウ．北海道科学大学学生による工場見学会 

  日時 ： 平成２９年３月１４日（火） ９：００～１５：３０ 

  見学場所： ㈱ワ－ルド山内（北広島市）、オ－エスマシナリ－㈱（小樽市） 

  参 加 者： 工学部機械工学科 ３年生８名、教員１名 

 

      ② 女性従業員による出前授業の実施 

ア．北海道札幌琴似工業高等学校 

日   時: 平成２９年３月１３日（月）１１：００～１２：５０ 

協力企業： 玉造㈱、旭イノベックス㈱の女性従業員による授業 

対 象 者： 環境化学科 ２年生２クラス ７６名（うち女子３０名） 

イ．北海道釧路工業高等学校 

  日時 ： 平成２９年３月１５日（水） １０：５０～ 

 協力企業： 合同会社 Zプランニング（㈱残間金属工業）の女性従業員による授業 

 対 象 者： 電子機械科 １年生 ７８名（うち女子３名） 

 

③ ものづくりの現場で活躍する女性の就業情報のデータ作成 

       ㈱HJA（旭川市）、㈱ワ－ルド山内（北広島市）、旭イノベックス㈱、玉造㈱（札幌市）を取材し、 

「北海道ものづくり企業女性活躍事例集」に追加して紹介しました。 

 

 

 



 
 

Ⅺ．その他後援、協力等関連事業 

 名            称 開催日 会   場 主 催 機 関 
協力

区分 

第５８００回ＱＣサークル

全国大会 

H28.5.19 

～20 

札幌コンベンショ

ンセンター 

ＱＣサークル本部 

（一財)日本科学技術連盟 
後援 

第４４回全国設備管理強調

月間（２０１６年度） 

H28.6.1 

～30 
全国 

公益社団法人日本プラント

メンテナンス協会 
協賛 

メンテナンス・レジリエンス

ＴＯＫＹＯ２０１６ 

H28.7.20

～22 
東京ビックサイト (一社)日本能率協会 協賛 

北洋銀行ものづくりテクノ

フェア２０１６ 
H28.7.21 アクセスサッポロ (株)北洋銀行 後援 

第５８２６回ＱＣサークル

大会（千歳市） 
H28.7.22 

千歳市民文化セン

ター 
ＱＣサークル北海道支部 後援 

ＮＥＤＯフォーラム 2016 

In北海道 
H28.7.25 

札幌国際ビル 

国際ホール 

国立研究開発法人 新エネル

ギー・産業技術総合開発機構 
後援 

ものづくり広域連携フェア

in函館 
H28.8.24 函館国際ホテル 函館市 後援 

プロフェッショナル人材活

用セミナーin旭川 
H28.9.2 

旭川グランドホテ

ル 

(公財)北海道中小企業総合

支援センター 
後援 

プロフェッショナル人材活

用セミナーin室蘭 
H28.9.29 蓬崍殿 

(公財)北海道中小企業総合

支援センター 
後援 

第５８５７回ＱＣサークル 

大会（室蘭市） 
H28.10.21 室蘭市市民会館 ＱＣサークル北海道支部 後援 

北のＩＴシーズフェア 

２０１６ 

H28.11.10 

～11 
アクセスサッポロ （一社）北海道ＩＴ推進協会 後援 

第５７回品質月間特別講演

会（札幌会場） 
H28.11.11 北海道建設会館 （一社）日本規格協会 後援 

第１４回 ITS シンポジウム

2016 

H28.11.10 

～11 
北海道大学 

北海道大学/特定非営利活動法

人 ITS Japan 
後援 

平成２８年度北海道青少年

科学技術振興作品展 

H28.11.26

～27 

札幌市青少年科学

館 
北海道発明工夫教育連盟 後援 

プロフェッショナル人材活

用セミナーin札幌 
H28.12.8 

札幌グランドホテ

ル 

(公財)北海道中小企業総合

支援センター 
後援 

食品と機械の集い H29.1.18 
北海道経済センタ

ー 

恵庭リサーチ・ビジネスパー

ク(株)、（一財）さっぽろ産

業振興財団 

後援 



 
 

第５８８９回ＱＣサークル

大会（札幌市） 
H29.1.20 

札幌コンベンショ

ンセンター 
ＱＣサークル北海道支部 後援 

第１4 回北海道ポリテック

ビジョン 

H29.2.17 

～18 

北海道職業能力開

発大学校 

ポリテックビジョン実施運

営委員会 
後援 

ものづくりセミナー H29.3.2 北洋大通センター 
ものづくり企業新技術開発

力強化委員会 
後援 

プロフェッショナル人材活

用セミナーin帯広 
H29.3.3 北海道ホテル 

(公財)北海道中小企業総合

支援センター 
後援 

自社内カイゼンマネージャ

ー育成講座 導入セミナー 
H29.3.10 

ホテルモントレ―

エーデルホフ札幌 

（公財）北海道科学技術総合

振興センター 
協力 

 

■その他参画・協力等 

・建築基準法第７７条関係「性能評価業務」分担（鉄骨部会が(株)全国鉄骨評価機構から受託） 

・北海道産業人材育成連携会議への参画・協力（道庁） 

・地域連携人材育成強化支援事業運営協議会への参画・協力（道庁） 

・北海道若年技術者人材育成支援等事業連携会議への参画・協力（北海道職業能力開発協会） 

・北海道地域電力需給連絡会参画・協力（北海道経済産業局、道庁） 

・道央中核地域産業活性化協議会参画・協力（道庁） 

・全道産学官ネットワーク推進協議会への参画・協力（全道産学官ネットワーク推進協議会） 

・産業開発委員会ものづくり産業振興委員会への参画・協力（北海道経済連合会） 

・北海道産学官共同研究拠点運営会議への参画・協力（道庁） 

・北海道自動車産業集積促進協議会（北海道自動車産業集積促進協議会） 

・特許等取得活用支援事業への参画・協力（（一社）北海道発明協会） 

・北海道地域新産業創出基盤強化運営協議会への参画・協力（ノーステック財団） 

・（公財）北洋銀行中小企業新技術研究助成基金（ドリーム基金）協力（（株）北洋銀行） 

 



 
 

Ⅻ．業種別部会事業 

次のとおり部会事業を実施しました。 

１．表面処理部会 

会 議 等 名 開 催 期 日 

部 会 総 会 ５／16 

部 会 役 員 会 ４／22、６／23、10／28 

部 会 例 会 ７／２、８／５、１／26 

講 演 ・ 講 習 会 12／５ 

視 察 会 ８／５、３／９～11 

 

２．鉄骨部会 

会 議 等 名 開 催 期 日 

部 会 総 会 ５／13 

部 会 役 員 会 ４／５、４／25、５／13、６／28、９／29、12／20、２／23 

技 術 講 習 会 ６／18～19、10／１～２ 

検査技術研究会 ３／３ 

 

３．サッシ部会 

会 議 等 名 開 催 期 日 

部 会 総 会 ５／13 

部 会 例 会 ７／13、12／９、２／６ 

 

４．検査部会 

会 議 等 名 開 催 期 日 

部 会 総 会 ４／27 

部 会 役 員 会 ３／３ 

部 会 例 会 ７／20、９／27 

技 術 講 習 会 
４／21～５／15、７／７～14、８／23～31 

10／18～28、12／13～22、１／24～２／３、２／21～３／１ 

検査技術研究会 ３／３ 

視 察 会 12／６～11 

 



 
 

５．電機電子部会 

会 議 等 名 開 催 期 日 

部 会 総 会 ４／22 

部 会 役 員 会 ５／23、３／16 

情 報 交 換 会 ５／23、７／19、２／24 

講 演 ・ 講 習 会 12／５ 

視 察 会 11／29～12／１、 

 

６．機械製缶部会 

会 議 等 名 開 催 期 日 

部 会 総 会 ４／18 

部 会 役 員 会 ６／６、２／27 

講 演 ・ 講 習 会 12／５ 

視 察 会 ９／26～27、11／29～12／１ 

 

７．自動車関連部会 

会 議 等 名 開 催 期 日 

部 会 総 会 ４／26 

部 会 役 員 会 ８／26、３／17 

講 演 ・ 講 習 会 12／２ 

視 察 会 ５／17～21、９／15～16 

 


